
1 

令和６年度第２回神栖市若手医師きらっせプロジェクト推進会議 サマリー 

 

１　日時等　　令和７年３月２３日（日）１４：００～１４：４５ 

アートホテル鹿島セントラル桐・橘の間 

 

２　出席者　　２２人（委員１１人、病院事務局２人、神栖市７人、ＭＰ社２人） 

※別添名簿のとおり 

 

３　議　題　　（１）令和７年度事業計画（案）について 

 

４　会議結果　 

石田進神栖市長と茨城県立中央病院名誉院長永井秀雄医師の挨拶の後、事務局から

出席者を紹介。続いて、永井医師が座長を努め、議事を進行。事務局による議題１の

資料説明の後、意見交換を行った。事業計画（案）は原案のとおり承認された。 

（１）事務局説明 

ア　令和 7年度の事業別開催概要 

○地域医療トーク＆トーク 

７月６日の第１回推進会議後に開催。神栖宣言を踏まえ、推進会議委員、市民、

学生が意見交換を行う。テーマは「市民・企業の求める地域医療の姿」「人生会

議（ＡＣＰ）」の２つ。 

○先進地視察 

看護職勤務環境改善は厚労省の好事例集から、外国人患者受入推進は JMIP 認証

制度の登録医療機関から視察先を選定。医療機関にも費用を負担いただく。 

○外国人患者受入推進検討分科会 

アンケート調査を行った上で、外部講師を招いて研修会を開催。 

○看護学校魅力創出事業 

きらっせプロジェクト特別プログラムをスタート。看護学生の獲得育成として、

白十字看護専門学校で地域特性を生かした特別授業を提供する。このほか、産業

医の確保や医学生の育成（交流促進）に取り組む。 

　　　　○レジナビについて 

令和７年度は参加希望施設を対象に出展する。参加費用は折半する。 

　　　○全体スケジュール 

　　　　きらっせプロジェクトと合わせて、意見交換会や医療教育などの予定を確認。 

イ　その他 

○医師偏在の是正に向けた総合的な対策パッケージ 

　　　　国の動向を注視しながら、より効果的な施策展開を図る。 

○市修学生について 

市修学生の状況を共有し、令和 7年度からの県修学生制度の改正内容を共有。 
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（２）意見要旨 

○きらっせプロジェクト特別プログラムにおける「白十字看護専門学校の魅力発信」

により、入学者の増加に期待したいとの声があった。 

 

○医療人材の確保について、医師だけでなく看護師や薬剤師などコメディカルの確

保にも注力すべきとの意見があった。言語聴覚士（ＳＴ）がいないため、増加す

る誤嚥性肺炎患者に地域でリハビリを提供できないとの問題が提起された。また、

看護師の勤務環境改善に資する先進地視察においては、視察先の医療機関との関

係構築を図り、看護師を集めるための魅力づくりの手法などを学びたいとの意見

があった。 

 

○外国人患者を受け入れる医療機関から「公的保険未加入を理由に、治療を諦めて

しまう患者がいる」「言葉のニュアンスがうまく伝わらないため、診療時間が長く

なる」「既往歴などの診療情報が得られない」などの課題が示され、令和７年度の

研修や視察には、これらの課題解決に資する内容を期待したいとの意見があった。

また、今後の取組みに当たっては、インバウンドを対象とした「医療ツーリズム」

の推進が目的でないことを明らかにすることが肝要との意見があった。 

 

○産業医の就業が進んでおり、外来診療にも従事するなど、地域医療に貢献してい

る現状が紹介された。また、ＩＴの活用や、オンライン診療の提供などにより、

若手医師にアピールしながら就業促進に努めたいとの意向が示された。 

 

○神栖市が全国的にまだまだ認知されていない現状を踏まえ、レジナビ出展などの

ほかにも、きらっせプロジェクトを若手医師や関東圏の医学生にさらにアピール

するような工夫が必要との意見があった。 
 

以上 
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